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Ⅰ 大会概要 

・期 間  平成25年7月28日（日）～8月20日（火） 
・場 所  北部九州4県（佐賀県・福岡県・長崎県・大分県）で共同開催 

平成25年度北部九州総体の概要 
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県名 開催競技種目 

佐賀県 
（８競技９種目） 

体操（体操競技・新体操）、ハンドボール、サッカー（女子）、 
剣道、ボクシング、ヨット、アーチェリー、なぎなた 

福岡県 
（10競技11種目） 

水泳（飛込・水球）、バレーボール、卓球、サッカー（男子）、 
弓道、バドミントン、ソフトボール、柔道、ボート、テニス 

長崎県 
（5競技5種目） 

水泳（競泳）、相撲、レスリング、ウェイトリフティング、空手道 

大分県 
（8競技9種目） 

陸上競技、バスケットボール、ソフトテニス、登山、自転車競技
（ロード・トラック）、フェンシング、ホッケー、カヌー 

■ 大会参加者数（選手・監督コーチ）  約３４，０００名  



区 分 選  手 
監督 

コーチ等 
計 参加校 

宿泊数 
（延べ数） 

観客数 
（延べ数） 

体操競技 
 

638 

 

295 

 

933 

 

201 

 

5,705 

 

7,100 

新体操 
 

608 

 

110 

 

718 

 

108 

 

4,239 

 

7,000 

ハンドボール 
 

1,335 

 

282 

 

1,617 

 

96 

 

10,900 

 

29,600 

サッカー（女子） 
 

272 

 

27 

 

299 

 

16 

 

2,539 

 

2,800 

剣道 
 

767 

 

207 

 

974 

 

184 

 

5,106 

 

16,900 

ボクシング 
 

314 

 

136 

 

450 

 

169 

 

4,805 

 

14,800 

ヨット 
 

352 

 

59 

 

411 

 

64 

 

2,290 

 

3,600 

アーチェリー 
 

445 

 

151 

 

596 

 

176 

 

3,159 

 

5,200 

なぎなた 
 

392 

 

111 

 

503 

 

86 

 

2,230 

 

3,000 

計 
 

5,123 

 

1,378 

 

6,501 

 

1,100 

 

40,973 

 

90,000 
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Ⅱ 大会参加者数・速報（佐賀県開催競技） 



項 目 内        容 

競技運営 
８月４日（日） 雷雨により屋外競技が影響を受けた。 
●アーチェリー  個人戦決勝ラウンドを中止 
●サッカー女子 １回戦（全試合）を翌日に順延 

救護対策 
（熱中症等） 

熱中症予防のため、場内アナウンスによる注意喚起、飲料確保、
救護所設置、休憩テント設置等を実施した。 
●熱中症（症状含む）発生数  １１名（うち病院搬送 ３名） 
  ※内訳 選手５名、補助員２名、観客等４名 
  ※病院搬送３名は、点滴治療を受け回復 

配   宿 
大会関係者（選手・監督等、役員）の配宿（約40,000泊）につい
ては、予約キャンセル等への対応のため、配宿調整を行った。 

弁当手配 
弁当輸送は全て保冷車を使用し、弁当引き換えまでは保冷車保
管を徹底するなど、食中毒の予防に努めた。 
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Ⅲ 大会運営（佐賀県開催競技） 



競  技 成        績 

新体操 

【男子団体】 神埼清明高校 優勝 （３年ぶり ４回目） 
【女子団体】 佐賀女子高校 優勝 （２年ぶり１７回目） 
【女子個人総合】 佐賀女子高校（松本愛香選手） ６位 
 ※男女アベック優勝は、2007佐賀総体、2010沖縄総体に 
   引き続き３回目の偉業 

ヨット 

【男子ＦＪ級デュエット】 唐津西高校 優勝 （２年連続 ４回目） 
【男子ＦＪ級ソロ    】 唐津西高校 ３位・７位 ※２チーム入賞 
【女子ＦＪ級デュエット】 唐津西高校 ８位 
【女子ＦＪ級ソロ    】  唐津西高校 ７位 

なぎなた 
【団   体】 佐賀東高校 ２位 、牛津高校 ５位 
【個   人】 牛津高校 （黒田選手） ３位 

レスリング 【男子個人60㌔級】 鳥栖工業高校 （嶋江選手） ２位 

フェンシング 【女子団体】 佐賀商業高校 ３位 

Ⅳ 佐賀県選手の活躍 (1) 
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競  技 成        績 

水泳 
（飛込） 

【男子総合】    佐賀商業高校 ３位 
【男子飛板飛込】 佐賀商業高校（崎戸選手） ４位 
【男子高飛込】   佐賀商業高校（野口選手） ６位 

剣道 

【女子団体】 龍谷高校 ５位、 
【女子個人】 龍谷高校 （井上選手） ５位 
【優秀選手】 男子（龍谷高校 久田松選手） 
         女子（龍谷高校 井上選手） 
 ※優秀選手は大会出場者の中から男女１０名が選考される 

ホッケー 【女子団体】 伊万里商業高校 ５位 

柔道 【男子個人60㌔級】 龍谷高校 （古村選手） ５位 

アーチェリー 【男子団体】 高志館高校 ６位 

陸上 
（ハンマー投げ） 

【男   子】 佐賀工業高校 （北島選手） ８位 

Ⅳ 佐賀県選手の活躍 (2) 
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Ⅴ 佐賀県高校生の大会サポート 

項 目 延べ人員 内   容 

 
①競技運営サポート 
 

１３，３００人 
各競技会場、練習会場での競技運営サ
ポート（駐車場整理、受付、アナウンス、
救護、接遇、会場内整理など） 

②総合案内所運営 ２３０人 総合案内業務、ブース設置・撤去 

③草花装飾 ２７０人 会場装飾作業 

計 １３，７９０人 

■ 大会期間中の高校生活動への参加者数 
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■ 大会運営 

Ⅵ 大会のまとめ 

 荒天による大会日程への影響はでたものの、大会は堅実な運営ができた 

■ 大会開催の効果 

 佐賀県に対する評価が高まるとともに、佐賀県に対する誇りと自信が高 
 まった 

 【大会参加者等からの声】 

 ・地元の歓迎（おもてなし）が近年になく素晴らしかった、また佐賀を訪れたい 

 ・高校生の挨拶や服装、礼儀正しい態度が素晴らしかった 

 ・練習会場で頑張ってくれた地元高校生に感謝している（差し入れをしたい） 

 ・高校生によるタブレット端末での総合案内は、ＩＣＴ佐賀県ならではの取組 

 ・会場に観戦に行くことができなかったが、競技の動画配信で観戦ができた 

 ・ヨット競技の解説入りのＬＩＶＥ動画配信は画期的であった 

 ・宿泊キャンセル手続きで定刻過ぎでもキャンセル料無しで対応してくれた 

 ・佐賀県選手をはじめ、選手の皆さんの熱戦に感動した 
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